
17:;

は
じ
め
に

「
賃
上
げ
交
渉
一
応
妥
結
す
’
し
か
し
闘
争
は
続
い
て
い
る
Ｉ
周
知
の
と
お
り
、
本
年
の
春
六
三
ベ
ー
ス
へ
の
給
与
の
改
訂

一
マ
マ
）

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
の
た
め
、
さ
ら
に
大
帆
な
賃
上
げ
が
要
求
さ
れ
た
。
給
食
は
数
次
に
わ
た
る
交

渉
の
結
果
、
八
○
ベ
ー
ス
（
立
命
館
的
な
）
へ
の
改
訂
を
独
得
し
、
Ｍ
時
に
各
種
洲
整
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
分
配
の
合
理
化

が
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
記
述
で
、
ガ
リ
版
刷
り
の
『
立
命
教
職
組
ニ
ュ
ー
ス
』
（
以
下
、
『
ニ
ュ
ー

ス
』
と
略
す
）
第
一
号
は
始
ま
っ
て
い
る
。
発
行
日
は
一
九
五
二
年
二
Ⅱ
一
日
、
編
集
兼
発
行
者
に
は
奈
良
本
辰
也
委
員
催
名

立
命
館
教
職
員
組
合
は
一
九
四
六
年
六
月
立
命
館
広
小
路
学
園
教
職
員
会
立
命
館
中
学
校
教
職
員
会
結
成
の
翌
年
の
一

九
四
七
年
十
月
に
発
足
し
て
お
り
、
そ
の
五
年
後
に
あ
た
る
こ
の
第
一
号
の
『
ニ
ュ
ー
ス
』
が
記
念
す
べ
き
機
関
紙
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
以
前
の
定
期
的
な
ニ
ュ
ー
ス
等
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
第
二
号
は
一
九
五
二

ス
』
と
略
す
）
第

が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
初
頭
の

『
立
命
館
教
職
員
組
合
新
聞
』
に
よ
せ
て

)l

口

潔
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け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
」

給
与
体
系
の
確
立
に
向
け
た
闘
い
が
組
合
の
中
心
課
題
に

『
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
号
で
は
「
当
面
す
る
問
題
の
意
義
ｌ
新
給
与
体
系
と
最
低
賃
金
制
ｌ
」
と
題
す
る
「
主
張
」
コ
ラ
ム
が

あ
る
。
「
…
な
か
で
も
『
新
給
与
体
系
の
確
立
』
は
、
い
ま
ま
で
の
立
命
館
の
組
合
に
と
っ
て
Ⅲ
期
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
立
命
館
で
の
給
与
の
決
定
は
、
別
に
こ
れ
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
基
準
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
同
一
年
齢
、
Ⅲ
一
経
歴
、
同
一
学
歴
で
も
非
常
に
給
与
額
に
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
…
こ
の
雑
だ
し
い
凸
凹
の
不
合

理
を
徹
底
的
に
是
正
す
る
た
め
に
は
、
小
手
先
の
修
正
で
は
不
可
能
で
あ
り
ど
う
し
て
も
根
本
的
な
給
与
体
系
の
確
立
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
給
与
体
系
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
凸
凹
を
是
正
し
て
も
生
活
で
き

な
い
よ
う
な
低
賃
金
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
給
与
体
系
は
最
低
生
活
を
保
証
し
う
る
最
低
賃
金
に
よ
ら
な

年
一
二
月
六
日
、
第
三
号
五
二
年
一
二
月
二
六
日
壷
第
四
号
五
三
年
六
月
八
日
、
第
五
号
五
三
年
七
月
一
日
、
…
…
第
五
五
号

六
二
年
一
二
月
二
二
日
と
続
く
。
機
関
紙
の
名
称
も
、
正
確
に
は
第
二
号
か
ら
は
『
立
命
館
教
職
組
ニ
ュ
ー
ス
』
（
以
下
、
こ

れ
も
『
ニ
ュ
ー
ス
』
と
略
す
）
、
第
一
九
号
か
ら
は
『
立
命
館
教
職
組
新
聞
』
そ
し
て
第
三
五
号
か
ら
は
『
立
命
館
教
職
組
連

合
新
聞
』
（
以
下
、
『
新
聞
』
と
略
す
）
と
な
っ
て
い
る
。

約
二
年
間
に
五
五
号
を
数
え
て
お
り
、
単
純
計
算
で
は
一
年
間
に
五
凶
の
割
合
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
手
元
に
あ

る
五
五
号
ま
で
の
総
ペ
ー
ジ
数
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
で
約
一
六
○
頁
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
ニ
ュ
ー
ス
』
『
新
聞
』
を
も
と

に
教
職
員
組
合
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
覗
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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こ
の
『
ニ
ュ
ー
ス
』
二
号
の
一
九
五
二
年
は
総
評
が
一
賃
金
綱
領
」
を
発
表
し
，
①
一
健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活
」
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
賃
金
水
準
、
②
戦
前
賃
金
水
準
の
即
時
回
復
、
③
全
物
量
方
式
に
よ
る
実
質
賃
金
要
求
の
達
成
、
④
最
低

保
障
を
基
礎
と
す
る
合
理
的
賃
金
率
ｌ
職
階
給
の
打
破
、
⑤
拘
束
八
時
間
制
の
完
全
実
施
、
を
か
か
げ
た
年
で
あ
る
。

そ
の
後
、
「
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
八
号
二
九
五
五
年
三
川
二
八
且
で
は
、
「
大
学
教
員
の
給
与
調
整
決
ま
る
」
「
事
務
職
員

の
凸
凹
洲
整
を
要
求
’
二
四
日
の
業
務
協
議
会
で
ｌ
」
「
既
に
教
員
側
の
訓
整
は
、
増
俸
率
平
均
四
・
八
と
言
う
形
で
実
施
さ

れ
た
。
…
職
員
部
内
の
賃
金
の
凸
川
不
均
衡
が
、
定
期
昇
給
が
な
い
と
言
う
こ
と
と
州
ま
っ
て
一
層
ひ
ど
く
な
り
、
何
と
か
早

く
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
一
号
二
九
五
五
年
八
月
二
○

且
に
は
、
「
凸
凹
洲
整
委
員
会
の
設
置
を
要
求
慎
重
に
．
早
急
に
．
調
整
を
」
さ
ら
に
『
新
聞
』
第
二
二
号
（
五
五
年
九

月
二
四
且
で
は
、
「
調
整
解
決
の
た
め
団
結
し
よ
う
」
「
凸
凹
調
整
い
よ
い
よ
大
詰
」
と
続
き
、
第
二
三
号
五
五
年
二
月

一
四
且
で
は
「
三
川
八
日
の
業
務
協
議
会
は
、
我
々
は
理
事
側
の
調
整
第
三
案
を
受
諾
し
、
…
理
事
側
第
三
案
な
る
も
の

は
組
合
要
求
案
に
程
遠
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
第
一
の
大
き
な
不
満
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
最
低
賃
金
の
脈
川
に
立
つ
我
々
の

（
↓
、
↓
、
）

闘
争
は
、
当
初
出
さ
れ
た
理
事
案
の
能
率
給
ｌ
そ
れ
は
職
制
強
化
を
意
途
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
職
場
を
暗
く
す
る
以
外

の
何
物
で
も
な
い
Ｉ
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
、
当
初
よ
り
原
則
に
向
っ
て
少
し
で
も
近
づ
け
得
た
と
い
う
成
果

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
調
整
に
よ
っ
て
明
る
み
に
川
さ
れ
た
も
の
は
、
我
々
の
間
に
給
与
体
系
が
な
く
、

定
時
昇
給
が
な
い
と
い
う
全
く
不
合
理
な
現
状
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
、
調
整
問
題
の
一
応
の
収
束
に
至
る
と
同
時
に
、
次
な

る
要
求
を
鮮
明
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
の
『
新
聞
』
は
、
「
給
与
改
善
の
一
環
と
し
て
定
昇
を
闘
い
と
ろ
う
」
（
第
三
七
号
、
一
九
五
七
年
九
月
一
○
且
、
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「
十
分
な
討
議
に
よ
る
定
昇
の
一
致
し
た
要
求
を
」
「
定
昇
を
ど
う
考
え
る
か
」
（
第
四
一
号
、
五
八
年
九
月
二
五
且
、
「
特
集

定
期
昇
給
闘
争
総
括
無
責
任
な
０
回
答
を
は
ね
か
え
し
学
園
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
」
（
第
四
二
号
、
五
八
年
一
二
月
二

○
且
、
「
調
査
委
員
会
給
与
体
系
案
出
る
！
」
〈
第
四
五
号
、
五
九
年
一
○
月
六
且
、
「
実
施
案
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
体
系

闘
争
の
成
否
は
み
ん
な
の
意
思
統
一
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
」
（
第
四
六
号
、
五
九
年
一
二
月
一
○
且
、
な
ど
と
こ
の
時
期
に

お
い
て
は
、
給
与
体
系
の
確
立
に
向
け
た
闘
い
が
教
職
員
組
合
の
運
動
の
中
軸
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
状
況
が
良
く
わ
か
る
。

現
在
の
「
同
一
職
種
、
同
一
年
齢
、
同
一
賃
金
」
の
給
与
体
系
の
原
則
は
、
一
九
六
○
年
の
「
体
系
五
脈
則
」
（
①
低
賃
金

の
打
破
、
②
職
階
・
職
務
給
反
対
、
③
経
歴
換
算
反
対
、
④
凸
凹
是
正
、
⑤
昇
格
に
伴
う
昇
給
を
な
く
す
）
に
よ
る
最
初
の
体

系
闘
争
を
経
て
、
一
九
六
三
年
の
闘
争
で
確
立
し
て
以
降
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号
で
は
「
平
和
を
呼
び
か
く
第
二
回
世
界
平
和
評
議
会
総
会
」
「
平
和
を
促
進
す
る
国
際
経
済
会
議
」
と

い
う
二
本
の
記
事
が
早
々
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
五
年
は
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
原
水
禁
大
会
直
後
の
『
新
聞
』
（
第

一
二
号
、
一
九
五
五
年
八
月
二
○
且
に
は
、
大
会
に
参
加
し
た
代
表
に
よ
る
報
告
会
の
状
況
と
参
加
者
の
感
想
が
数
多
く
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
毎
年
の
原
水
禁
大
会
の
前
後
に
は
特
集
の
記
事
が
紙
面
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
五
年

平
和
の
課
題
と
と
も
に

組
合
の
『
ニ
ュ
ー
ス
』

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

や
『
妻
新
聞
』
を
一
読
し
て
気
が
つ
く
こ
と
は
平
和
の
課
題
が
い
つ
の
時
も
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
ら
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『
新
聞
』
第
四
○
号
二
九
五
八
年
八
月
五
且
は
「
倉
平
和
は
空
前
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
核
武
装
阻
止
と
比
主
主

義
擁
護
の
為
世
界
大
会
に
我
々
の
代
表
を
送
ろ
う
」
と
ト
ッ
プ
記
事
で
脈
水
禁
世
界
人
会
第
四
回
に
向
け
た
訴
え
を
行
っ
て

い
る
。
世
界
大
会
に
向
け
て
の
当
面
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
Ｈ
を
ほ
じ
る
と
、
八
〃
』
ハ
日
蝋
水
爆
禁
止
京
部
大
会
、
一
○
日

大
会
討
論
集
会
、
二
日
立
命
館
代
表
徹
送
会
、
一
二
日
’
一
五
日
脱
水
禁
日
本
大
会
、
一
五
日
’
二
○
日
脈
水
禁
世
界
大
会

と
あ
り
、
八
月
の
内
の
半
分
は
原
水
禁
関
係
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
平
和
の
会
」
の
活
動
に
も
刺
激
さ
れ
て
か
、
組
合
の
中
に
は
一
九
六
二
年
か
ら
平
測
対
策
部
と
い
う
専
門
部
門
が
設
置
さ

れ
る
。
「
新
聞
』
第
五
五
号
二
九
六
二
年
一
二
川
二
二
且
に
は
、
「
日
本
平
和
大
会
を
こ
え
て
す
す
も
う
」
と
題
す
る
平
和

対
策
部
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
、
平
和
連
動
の
分
裂
の
攻
撃
を
跳
ね
返
し
て
ゆ
く
た
め
に
統
一
と
団
結
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

一
九
六
○
年
安
保
の
大
闘
争
を
経
験
し
な
が
ら
平
和
の
闘
い
が
組
合
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
据
え
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

き
れ
る
。
皆
さ
‐

せ
ら
れ
て
い
る
。

に
は
「
立
命
館
平
和
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
「
私
達
の
平
和
の
会
は
、
立
命
館
学
園
を
そ
の
理
想
と
す
る
、
真
理
と
平
和
の
た

め
の
学
園
と
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
組
合
員
、
非
組
合
員
、
理
事
者
の
中
で
、
平
和
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
平
和
の
運
動

の
中
で
創
り
川
そ
う
と
す
る
熱
意
に
よ
っ
て
生
れ
、
…
組
合
運
動
は
生
活
を
守
る
運
動
で
あ
る
。
生
活
は
平
和
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
る
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
一
文
が
『
新
聞
』
第
二
一
号
二
九
五
五
年
八
月
二
○
且
に
寄

教
学
問
題
や
事
務
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
も

教
職
員
組
合
は
、
賃
金
・
生
活
条
件
に
関
す
る
要
求
や
問
題
を
正
面
に
掲
げ
つ
つ
、
同
時
に
平
和
の
課
題
を
絶
え
ず
掲
げ
な
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「
特
集
定
期
昇
給
闘
争
総
括
無
責
任
な
０
回
答
を
は
ね
か
え
し
学
園
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
」
「
教
学
充
実
の
確
約
を

と
っ
た
」
な
ど
の
表
題
の
も
と
、
「
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
闘
争
で
教
職
員
の
尊
重
と
教
学
の
充
実
を
要
求
し
、
経
営
と
教
学
を
統

一
す
る
理
事
会
の
責
任
体
制
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
…
わ
れ
わ
れ
の
要
求
が
、
単
な
る
経
済
要
求
を
超
え
て
、
学
園
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
す
る
た
た
か
い
と
結
び
つ
い
た
こ
と
が
、
全
組
合
員
の
力
と
確
信
の
源
泉
と
な
っ
た
。
…
わ
れ
わ
れ
の
経
済
要

求
は
学
園
の
そ
う
し
た
体
制
の
責
任
追
求
と
結
び
つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
ま
た
学
園
の
体
制
の
強
化
な
し
に
わ
れ
わ
れ

の
生
活
保
障
も
あ
り
え
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
」
「
組
合
自
体
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
学
校
側
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
を

川
し
た
闘
争
だ
っ
た
…
理
事
者
側
か
ら
今
後
教
学
充
実
を
基
礎
に
し
た
確
固
た
る
方
針
に
も
と
づ
い
た
経
営
を
行
う
よ
う
努
力

す
る
と
の
確
約
を
え
た
こ
と
は
、
一
安
結
額
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
今
回
の
闘
争
の
最
大
の
成
果
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
定
昇
闘

争
を
通
じ
て
学
び
と
っ
た
大
き
な
成
果
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

『
新
聞
』
第
四
七
号
二
九
六
○
年
一
月
二
五
且
に
は
「
生
活
と
権
利
と
教
学
を
守
る
た
め
に
ｌ
今
年
の
課
題
ｌ
」
と
す

る
主
張
が
載
り
、
何
時
に
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
と
職
場
体
制
を
再
検
討
し
よ
う
」
と
い
う
座
談
会
が
載
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
新
聞
』
第
四
八
号
二
九
六
二
年
二
月
一
六
且
で
は
「
学
園
振
興
の
教
学
方
針
〃
高
中
将
来
計
川
案
″
を
徹
底
的
に
批
判
」

と
か
、
「
教
学
充
実
の
責
任
体
制
の
な
か
に
お
け
る
事
務
体
制
を
確
立
し
よ
う
」
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て

が
ら
運
動
を
行
っ
て
き
た
憲
と
こ
ろ
で
教
学
に
関
す
る
課
題
や
事
務
体
制
と
い
（
一
た
点
に
つ
い
て
ば
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
教
学
一
と
い
う
言
葉
が
紙
面
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
五
八
年
一
二
月
二
○
日
発
行
の
『
新
聞
』
第
四
二
号

「
教
学
」
と
い
う

に
お
い
て
で
、
あ
る
。
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さ
ら
に
は
「
『
学
園
振
興
』
そ
れ
は
な
に
か
そ
し
て
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
」
（
『
新
聞
』
第
五
三
号
一
九
六
二
年
九
月
五

且
の
記
事
で
は
、
「
現
代
に
お
け
る
大
学
教
育
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
基
礎
と
な
る
学

科
目
の
編
成
と
教
育
の
内
容
を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
推
進
す
る
学
問
の
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
…
こ
れ
ら

の
教
育
、
研
究
を
統
合
し
組
織
化
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
事
務
体
制
の
あ
り
方
は
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
そ
し

て
こ
れ
ら
を
統
一
し
、
運
営
し
て
行
く
責
任
体
制
を
確
立
・
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
わ
れ
わ
れ
は
、
組
合
運
動
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
賃
金
を
考
え
る
に
し
て
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
研
究
条
件
、
労
働
条
件
の
改
善
を
考
え
る
に
し
て
も
、
こ

の
学
園
振
興
の
方
針
と
ま
っ
た
く
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
い
。
い
な
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
も
わ
れ
わ
れ
の
諸
要
求
を
実
現
す
る
た

め
に
こ
そ
学
園
振
興
の
運
動
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
学
課
題
を
柱
に
据
え
た
活
動
は
、
今
日
の
教
職
員
組
合
連
動
の
原
点
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思

龍
《
ノ
○

『
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
号
二
九
五
二
年
一
二
月
二
六
且
で
は
、
サ
ー
ク
ル
通
信
の
柵
に
、
文
芸
、
美
術
、
野
球
、
映
画
な

ど
の
記
載
が
幾
場
す
る
し
、
第
一
九
号
（
五
五
年
四
月
三
○
且
に
は
活
発
化
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
第
二
○
号
（
五
五
年
六

昨
Ｖ
フ
勺
・
順
一

る

運
動
会
・
文
化
祭
…
組
合
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

組
合
員
に
よ
る
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
紙
面
か
ら
存
分
に
伺
え
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一
○
月
二
七
日
運
動
会
●
二
五
日
’
三
○
日
京
都
市
勤
労
者
職
場
美
術
展
（
美
術
サ
ー
ク
ル
参
加
）
、
三
○
日
今
年
の
優
秀

映
画
を
語
る
座
談
会
（
映
画
サ
ー
ク
ル
参
加
）
、
二
月
三
日
比
良
登
山
（
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）
、
六
日
’
八
日
サ
ー
ク
ル
展
示

会
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
（
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
美
術
サ
ー
ク
ル
、
写
真
サ
ー
ク
ル
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
、
社
研
サ
ー
ク
ル
）
、
九

日
学
舎
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
運
動
サ
ー
ク
ル
）
、
青
山
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
（
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）
と
、
実
に
多
彩
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

月
一
旦
文
化
部
各
サ
ｉ
ク
ル
の
動
き
第
二
三
号
（
五
五
年
二
月
一
四
且
文
佳
祭
決
る
み
ん
な
で
磯
大
に
し
よ
う
》

第
二
六
号
（
五
六
年
七
月
五
且
釣
ク
ラ
ブ
誕
生
、
第
二
八
号
（
五
六
年
九
月
二
且
サ
ー
ク
ル
夏
休
み
日
記
と
い
っ
た
記

事
が
毎
号
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
お
め
で
と
う
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り
（
第
三
八
号
、
五
八
年
一
月
一
四
且
、
こ
と
し
の
ほ
う
ふ
し
ん
ね
ん
サ
ー

ク
ル
だ
よ
り
〈
第
四
三
号
、
五
九
年
一
月
五
日
）
な
ど
年
頭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
載
っ
て
い
る
。

『
新
聞
』
第
三
七
号
（
五
七
年
一
○
月
二
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
教
職
員
組
合
に
よ
る
文
化
祭
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
次
の
よ
う

ほ
ほ
え
ま
し
い
ミ
ニ
広
告
も

『
ニ
ュ
ー
ス
』
や
『
新
聞
』
を
も
と
に
組
合
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
垣
間
見
て
き
た
が
、
中
に
は
こ
ん
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
広
告

も
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
号
二
九
五
二
年
二
月
一
旦
で
は
、
「
そ
ば
め
ん
類
井
一
式
て
ん
ぐ
」
、
「
暖
か
い
飲
み
物
と
め
ん
類
学
内
の
喫
茶
室

ク
ル
だ
よ
り
宗

『
新
聞
』
第
二

に
な
っ
て
い
る
。
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学
園
ホ
ー
ル
」
、
第
四
号
（
五
三
年
六
月
八
且
「
整
髪
は
地
下
理
髪
部
」
「
洋
服
は
絶
対
信
用
の
あ
る
宮
崎
の
お
ば
さ
ん
」
「
う

ど
ん
・
井
は
大
力
餅
へ
」
、
第
六
号
（
五
三
年
九
月
二
六
且
「
求
家
離
れ
又
は
貸
間
乞
御
連
絡
法
教
務
」
「
井
も
の
い
ろ
い
ろ

中
華
そ
ば
氷
お
な
じ
み
の
ほ
て
い
」
、
第
七
号
（
五
三
年
一
二
月
二
八
且
「
新
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
と
品
質
の
店
研
心
館
地
下
竹

原
靴
店
」
な
ど
の
ミ
ニ
広
告
が
カ
ツ
ト
の
よ
う
に
載
っ
て
い
て
、
「
時
代
」
が
反
映
さ
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

結
び一
九
九
五
年
の
今
年
、
戦
後
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
『
立
命
館
教
職
員
組
合
新
聞
』
新
年
号
で
は
、
稲
葉
和
夫
執
行
委

員
長
に
よ
る
年
頭
所
感
が
学
生
日
本
一
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
組
合

運
動
の
発
展
は
何
よ
り
も
、
学
生
の
成
長
・
発
達
と
と
も
に
あ
り
た
い
と
願
う
意
味
を
込
め
て
、
最
近
の
組
合
新
聞
新
年
号
で

は
、
前
年
の
不
戦
の
つ
ど
い
の
報
告
を
折
り
混
ぜ
な
が
ら
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

遠
い
将
来
、
組
合
の
歴
史
を
紐
解
く
機
会
が
誰
か
に
与
え
ら
れ
た
時
、
依
然
と
し
て
闘
う
教
職
員
組
合
が
学
園
で
の
重
要
な

役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
、
筆
を
置
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
立
命
館
職
員
・
教
職
員
組
合
専
従
書
記
次
長
）


